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　森林の保全再生手法を検討するため、各種
実証実験を行っています。具体的には、植生
タイプ毎の特性を踏まえ、森林再生の可能性

（再生ポテンシャル）を評価した上で、防鹿
柵、強い日射をさえぎるネット、ササ刈りや
地掻きによる地表処理などの手法を組み合わ
せ、後継樹の生育を促進する実験を行ってい
ます。

① 森林生態系保全再生実証実験

② 防鹿柵の設置 ③ ラス巻きによる単木保護対策

　ニホンジカによる植生への影響を取り除くため、生息密度
の高い区域を中心に、ある程度広い範囲を囲う防鹿柵を設置
する区域保護対策を行っています。

　個々の樹木での樹皮はぎを防止するため、植生保全の緊急
性が高い地区から、金網の巻きつけを実施する単木保護対策
を行っています。

ササ刈り実験区

防鹿柵

　大台ヶ原の森林生態系の再生においては、周辺地域における自然
環境の変化の把握やその連続性の回復に関する検討、さらにこれら
を踏まえた公園利用の「量」の適正化と「質」の改善等が必要です。
このため、ニホンジカによる剥皮対策、後継樹の育成促進手法の検
討に関する森林生態系保全再生実証実験、公共交通機関の利用促進
等、総合的な利用対策に関する調査等を行っています。

環境条件調査・種子量調査の状況

森林生態系の保全再生手法
（再生ポテンシャル評価に基づく具体的な再生手法）
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　大台ヶ原は、標高 1,300 ～ 1,700m 程度のゆ
るやかな起伏が続く台地状の地形で、年間降
水量が約 4,800mm に達する国内有数の多雨地
帯です。植生は大きく 2 つに大別され、東大
台では南限に近いトウヒ等の亜高山性針葉樹
の多い森林が形成され、西大台ではブナ、ミ
ズナラ等からなる冷温帯性広葉樹林が形成さ
ています。また、大台ヶ原の西側に隣接し森
林が連続する大峯山脈は、標高に応じて大台ヶ
原と類似した森林植生が発達しています。

　しかし、大台ヶ原では、昭和 30 年代の大型
台風による倒木の大量発生・運び出しと林床の
乾燥化を契機とするミヤコザサの増加、ドライ
ブウェイの開通に伴う林内への人の立ち入り
の増加およびニホンジカによる樹木の剥皮な
ど、複合的な理由に起因すると思われる森林植
生の劣化がみられ、群落構造の単純化が進行し
ています。このため、周辺地域の森林との連続
性の回復、森林生態系の再生を図るなどの取組
みを進めています。

事業主体：環境省 再生課題：森林生態系の再生

大台ヶ原自然再生推進計画
評価委員会

概要：台風による倒木、ニホンジカ
による樹木の剥皮、利用者の
増加による環境負荷など、複
合的な要因により衰退が進行
した森林生態系の再生を検討。
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大蛇嵓（だいじゃぐら）

東大台（トウヒ林）
近畿地方では希少なトウヒやウラジ
ロモミが優先する亜高山性針葉樹林
やブナが優先する冷温帯性広葉樹林
がまとまって残っている

ニホンジカによる樹木の剥皮が生じている

大台ヶ原の現存する森林生態系の保全を図るとともに、天然更新により
後継樹が健全に生育していた昭和 30 年代前半までの森林生態系への再
生を目指す
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ドライブウェイの開通によって利用者が増えたことも、
自然環境へ負荷を与える一因となっている ラス巻き

自然再生の手法

大台ヶ原自然再生事業 :  http://www.odaigahara.net/
関連ホームページ

▶ 植生タイプ毎の特性を踏まえ、後継樹の生育を手
助けする→①②③

▶ 健全なニホンジカ個体群に誘導する
▶ 公園利用の「量」の適正化と「質」の改善を図る
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森林生態系保全再生計画

自然再生の進行
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森林の健全化
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衰退した森林

高すぎる生息密度

観光の山

ニホンジカ

利用状況

ニホンジカ保護管理計画

新しい利用のあり方推進計画
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エリア：吉野熊野国立公園
所在地：奈良県吉野郡上北山村
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